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論　文　の　内　容　の　要　旨
　目的：豊かな社会における近未来には，遺伝子工学や幹細胞療法などの医療技術の急速な進歩により，事
故を除いた「自然な」老化と高齢の病気が人の死の主要な原因になると予想される。臨終に関連する問題を
考える時には，医療社会学は高齢者の生と死にもっと注目する必要がある。生と死に対する人々の考え方を
理解することは，延命医療や尊厳死の方針の検討をする上でも極めて重要である。死に対しより倫理的な考
え方を促進するためには，さまざまな文化と地球規模での人間社会の主流となる価値観を調べ集め，広範囲
な議論と公平な話し合いを実行しなければならない。異なる文化における死生観についての生命倫理的分析
によって，各文化内の個人レベルでの人生観についての理解を深めることに止まらず，人生観や人生経験の
文化間の類似点や相違点を考察することによって，文化間の理解を深めることも可能となる。本研究の目的
は，台湾の高齢者と医学生の死生観に対する詳細なデータを集め，ニュージーランドと日本との比較を行う
ことにある。本研究によって，私達は人間死に対して，全体的に，そしてより適切に考えることが可能とな
り，また，異なる研究分野間に対話を持たせるための倫理観を提供することも可能となる。
　方法：まず既存の論文について調査を行い，本研究で使用すべきインタビューアンケートを作成した。一
般にタブーと見なされる死に関する会話を克服すると同時に死生観の全体像を検討するために，一般高齢者
を対象に人生観についての詳細なインタビューを実施し，続いてインタビューを通して彼らの死と関連した
イメージ及び彼ら自身の臨終の予想をしてもらった。台湾から高齢者 112人，ニュージーランド人から 25人，
日本人から 25人を選びインタビューを行なった。一方，オーストラリア，日本，及びニュージーランドに
おける高齢者の人生観についての既存の公的調査結果を再分析し，今回行われた台湾の結果と比較した。こ
れらとは別に，高齢者との接触に専門性を持った若者と比較するために，台湾の医学生 2年次に紙面調査を
実施した。
　結果：分析の結果，台湾の高齢者が言及した重要なコンセプトは，儒教と道教の人生観によって大きく影
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響されていることが明らかになった。儒教と道教の教えによると，人生の価値は生の質から死の質へと超越
している。ほとんどの人は臨終における延命医療の有効性を感じず，また延命医療の選択が提案された場合
にも，多くの回答者は用いたくないと答えた。彼らはむしろ，最期をむかえた時は自然にまかせるか，もし
くは彼らを世話してくれるであろうと予想される自分の子どもたちにそのような決定を委ねることを好ん
だ。彼らは死を免れることができないと認めたが，その際，苦しみを減らすことを望んだ。
　全体として，台湾，ニュージーランド，及び日本における死生観に著しい違いは見られなかった。しかし，
各テーマのコンセプトの重要度の順位はそれぞれの価値システムによって異なった。臨終問題に関して，台
湾人は自然にまかせる傾向と，カルマや運命を尊敬する傾向を示した。一方ニュージーランド人は絶え間な
く学び，最後の瞬間まで人生を楽しむことに集中したいという結果を得た。また，日本人は他者との友好関
係を保持する努力を大切にし，他人に迷惑を掛けたくない気持ちを持っているという結果となった。人口学
的変数と重要なコンセプトの相互関係を統計的に検定した結果，生と死に対するコンセプトのほとんどが，
人口学的特性によって有意な影響を受けていないことが明らかとなった。一方，民族的特性は人生観の 3つ
の顕著なコンセプトと関連した最も重要な要因であることが判明した。これらの結果は，人々が人生の意味
を見出す方法には幅広い多様性があるという事実を反映する。
　結論：全体として，地域は異なっても多くの人々は，人生を大事にするべきであると考えているが，人生
から意味を見出す方法は多様であることが明らかとなった。人生観及び人生に対するイメージは極めて個人
的であり，人口学的変数によって予測することができないことが判った。大多数の高齢者は，バイオテクノ
ロジーに対する認識が不十分であり，またバイオテクノロジーを少しでも知る人の多くは否定的感情あるい
は疑問を持っていた。「自然に従う」という考えが一般に普及していることを考慮すれば，多くの人が生と
死がバイオテクノロジーによって向上するという期待を持っていない事実は当然といえる。本研究の結果に
よると，高齢者の臨終に対する見解は，自律性の原則によって自身で決定を行うということに着眼するより
も，むしろ，家族調和を保持し，若い世代が正しいと見なす判断について理解を深めることが重要であると
考えられる。高齢者と医学生の臨終に対する考え方は関連しており，その相違は彼らが人生の異なる段階に
あるということだけによる可能性が高い。死ぬことに対する高齢者の望みと人間としての尊厳を発展させる
ためには，医療従事者と一般人の間の臨終における適切なケアに対する合意を見つける必要がある。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は異なった文化的背景を持つ人々を対象に，死に対する考え方を解析し，今後の医療現場における
臨終時のケアが如何にあるべきかを探求したものである。調査方法は単純なアンケート調査とは異なる個別
面接によるものであり，個々のデータの信頼性は高いが，十分な標本の大きさを得るには膨大な時間が必要
となってくる。この点に関し，データ収集には台湾人を対象としたインタビューには十分な時間を費やし，
詳細な解析がなされているが，日本人，ニュージーランド人については研究対象となる標本の大きさに多少
問題があり，結果の信頼性が低いと思われるのが残念である。しかしながら，全体としてよくまとめられた
論文であり，今後の同種の研究の範となるものと判断する。
　よって，著者は博士（生命共存科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
